



















































































































第　1　期 2mm以下 帯黄乳　白　色 な　　　　　し な　　　　　し
第　2　期 3mm内外 淡　　　黄　　　色 な　　　　　し な　　　　　し




























個鰯副 測定月国 捕　獲　　月　　日 1体長（mm）陸　分（％）
1 　　　　　　　　■T月8日 5月8日 45 82．0
2 5月8日 5月8日 47 82．5
3 5月14日 5月8日 47 82．4
4 7月22日 6月12日 49 83．0
5 7月22日 6月12日 52 84．4
6 7月22日 6月12日 44 81．1
7 7’月22日 6月12日 45 84．0
8 7月26日 7月25日 53 87．5





1 6月18日 6月12日 47 80．9
2 6月28日 6月12日 58 80．0
3 7月26日 7月25日 53 76．1
4 7月26日 7月25日 51 77．4
5 7月26日 7月25日 50 77．5
6 7月29日 7月28日 49 78．0
7 7月29日 7月28日 49 80．4
8 7月29日　　　簡 7月28日 48 80．8











































































個体番号 凶定月国 補獲・国 体　　長　（㎜） 1水　分（％）
1 5月11日 5月3日 58 78．4
2 6月17日 6月12日 59 77．2
3 6月28日 6月12日 47 79．2
4 6月30日 6月12日 56 77．5
5 7月4日 6月12日 52 77．4
6 7月21日 7月20日 54 78．8
7 7月26臼 7月25日 57 79．2
8 7月26日 7月25日 53 75．8
9 7月26日 7月25日 58 77．5
10 7月26日 7月25日 56 74．7
11 7月26日 7月25日 56 76．6
12 7月29日 7月28日 54 79．3
13 8月16日 8月1日 51 72．9






1 7月21日 7月20日 52 79．5
2 7月21日 6月12日 53 29．2
3 7月26日 7月25日 54 80．1
4 7月29日 7月28日 48 79．4
5＊ 7月29日 7月28日 50 78．6
6 8月4日 8月　1日 58 80．5
7 8月15日 8月1日 51 80．7
8 8月15日 8月1日 48 79．9
9 8月15日 8月1日 51 80．3












































































































体 長＊　個体数 ・H＊＊耀、濫轟籍㌦ （γ）　酸性燐酸エステル解酵素　　　アルカリ性燐酸エステル分解酵素
4．5cm以下 5 5．1 1620．0 1．04
8．3 1560．0























































































第　　　工　　　期 9 83．4％ 士1．78％
第　　　H　　　期 9 79．0％ 士1．66％
第　　　皿　　　期 20 75．3％ 士1．66％
第　　　w　　　期 17 　，V9．6％ 士L30％
第　　　V　　　期 14 77．5％ ±1．88％
第　　　w　　　期 10 79．8％ ±0．61％
卵　　巣　　別　　出 6 83．2％ 士0．84％
エストロジニン投与 4 77．3％ 士0．16％
卵後再び輸卵管水分が減少し，産卵すると又再び増加しているがこのことについては現在の所，説
明に苦しむものである。撲卵直後すなわち第4期の水分は，濃縮した卵白を卵に添加した後の分
泌活動をいとなみつつある輸卵管の組織本来の水分と考えると，第4期の水分の79．6％及び第2
期と第6期の水分，それぞれ79．0％，79．5％は分泌活動はいとなみうるが濃縮した卵白を余分
に蓄えていない場合の水分と考えてよいわけであるが，そうなると第5期の水分が77．5％に減
少したのが何によるのかが理解し難い。一方卵巣捌出は輸卵管の水分を繁殖期間外の輸卵管水分
（第1期の水分）にほぼ等しくなり，エストロジェンを投与すれば水分は減少して第3期よりはや
や多く，第5期とほぼ等しい数値（77．3％）となるから，水分を減少せしめる一要因として，卵
巣濾胞に由来するホルモンが老えうることはうたがう余地がない。難でエストロジェンにより卵
白分泌がおこり（WoLFF，’36）叉avidin形成が増加する（HERTz等，’42，’43）ことが知られてい
るが，カナヘビでも同様であったと老えてよいと思う。そしてその卵白が濃縮されたものである
　　　　　　■ために見かけ上の水分が減少したのである。しかしその際の水分の減少は自然の状態で卵巣濾胞
物質が出されていると思われる時期に達しうる減少の度合（第3期の水分，75．3％）にまで達して
カナヘビの輸卵管 8ま
いない。これは卵自形成と濃縮が別箇の叉は二重の要因により行なわれている過程と考えるとよ
い様に思う。というのは図版に示された組織化学像によれば，酸1生燐酸エステル分解酵素は明ら
かに卵白分泌細胞群の申心に多く，したがつて卵白分泌とは密接な関係のあることは疑う余地が
ない。一方酸性燐酸エステル分解酵素の活性度測定の結果では，輸卵管の水分含量とは並行開係
がなく第3期に活性度が最低で，第5期に最高である。しかもエストロジェン投与により活性度
にあまり変化が見られない（この点rcついては尚追求中である）。したがつて卵白の形成と濃縮には
現在の所，エストロジェンに左右される部分と・酸性燐酸エステル分解酵素に・関係のあるもの
とが別箇に，あるいは協同的に叉は相補的に作用していると考えられる。伺このほか，カナヘビ
は黄体をもつから，その黄体が機能しているとすれば，プロジェステロンも関係があることもあ
りうることである。
　要　　　　　約
　1）カナヘビ（T．tαehydromoides）の輸卵管の水分は繁殖期に入ると共に減少して，排卵直前
に極少となり（水分75．3％），排卵後一度増加し　（水分79．6％），産卵直前に再び極少となり（水
分77．5％），産卵後叉増加し（水分79．8％）排卵までにまた減少して行き繁殖期中これをくりか
えす。
　2）　卵巣別出すると，別出前の輸卵管の状態にはかかわりなく，繁殖期間外の輸卵管の水分
（83．4％）にほぼ等しい83．2％にまで水分が増す。
　3）卵巣を別出したものにエストロジェンを投与すると水分は減少し77．3％となる。
　4）　カナヘビ（T．tachydromoides）の輸卵管の燐酸エステル分解酵素の至適pHは酸性側で
4．7～5．5，アルカリ性側で8．1～8．5である。
　5）酸性燐酸エステル分解酵素の活性度は排卵直前に最低で，産卵直前に最高である。
　6）酸性燐酸エステル分解酵素の組織化学像は，この酵素が卵白分泌に密接な関係のあること
を示している。
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